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はじめに
■公共交通を取り巻く現状
• モータリゼーションの進展により、路線バス利用者が減少し、サービス縮小が進展
• 自動車依存が高まり、自動車を利用できない人の移動確保が課題
• 2000年代以降、自治体・住民・交通事業者が連携して地域公共交通を検討・整備

• 地域公共交通計画に基づき、公共交通ネットワークの再編を推進
• 一方、人口減少、高齢化、ライフスタイルの変化、ドライバー不足、運行コスト増加により、路線バスの維持は困難

• 地域主体で運用される地域のニーズに特化したモビリティ・サービス（＝「地域交通」）が路線バスの代替・補完として期待されている

• 地域特性を組み入れたサービスを立案することが重要
• 公共交通ネットワークの一部としての運用

■地域交通の課題

• 地域交通の運行計画立案の事例（仙台市・山形市）の検討経過、導入結果、得られた知見
• 公共交通ネットワークに地域交通を組み込むにあたっての課題

■報告内容
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地域交通とは

【既存の公共交通を補完】
・地域交通は、鉄道や路線バスなど既存の公共交通を補完する交通

手段。
・路線バスのように一度にたくさんの人を運ぶほどの需要がない地域や、

住宅や施設が分散している地域で運行されることものを想定。

【地域主体で考え、地域のニーズに対応】
・導入する目的を地元で話し合って明確にしたうえで目的に合った諸

条件を検討し、運行計画を決めていくもの。

地域交通が運行する目的、目的ごとの行先、
運行頻度は地域住民が検討する

・仙台市、山形市では、地域住民を会長・副会長に据えた検討会を地域住民
が立ち上げ、運行計画を立案する

・構成員は、地域住民、福祉関係者、PTA、交通事業者、市担当者等

地域住民を中心とした検討会で協議
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地域公共交通計画と地域交通

【仙台市】
・「みんなで育む多様な交通確保エリア」で、事前相談等があった地域を対象に

地域交通導入の適・不適を検討する。
【山形市】
・「タクシー等を活用した新たな公共交通の導入（モデル事業の実施）」を展

開し、福祉関係機関と連携のうえ、地域交通の運行内容を検討。

注）みんなで支える路線バスエリアは路線バスの運行等を確約するものではありません。
社会情勢の変化や公共交通の利用状況を考慮し、適宜見直しを行います。

■仙台市地域公共交通計画（R4）

■山形市地域公共交通計画（R3）

金井西部

村木沢

郡山・八本松
六郷東部

滝山
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地域交通導入検討における各市の支援

■技術的支援
コンサルタントを派遣し、市と協力して技術的支援（地域の検討会への参加、課
題把握及びニーズ調査、運行計画検討の支援、関係者調整、広報啓発など）
■財政的支援
最大で1地区あたり年間約1,300万円（1日あたりの上限は65,000円。試験運
行等の段階や地区によって異なる）の補助を行う

■乗り乗り事業における支援の一部

【仙台市】
地域交通の導入を支援する乗り乗り事業による支援
移動実態調査、意見交換会を実施 等

【山形市】
移動実態調査の実施、有識者を招いた勉強会の開催
地域住民を集めた福祉マップの作成 等

■移動実態調査の調査項目
■個人属性
年齢、職業、居住地、町内会、免許保
有、自家用車保有、最寄りバス停
■移動実態
日用品の買物・通院・通勤・通学・通
所・趣味・娯楽での外出の行先、頻度、
曜日、移動手段、出発・帰宅時刻
■公共交通の利用頻度
路線バス・鉄道の利用区間、頻度、利
用目的
■移動における困りごと

■意見交換会の様子

■移動実態調査の調査項目
■個人属性
年齢、職業、町内会、免許保有、同居者、歩行可能距離
■移動における困りごと
■移動実態
日用品の買物・通院・通勤・趣味・娯楽・金融機関での外出の行先、頻度、曜日、
移動手段
■モビリティ・サービスに対する希望
サービスの形態、必要度、目的地、乗継

■福祉マップの作成

地元の人を集め、情報
を地図上にプロット
・困っている人の居住地
・目的ごとの主な行先
・路線バス、施設のシャ
トルバスの運行路線



紹介する地域交通の事例の概要

市 地区名 運行サービス名 運行形態 人口 主なターゲット（検討当初）

仙台市 郡山・八本松 はちこおバス 定時定路線 約28,000人
（R6.4時点）

高齢者の買物・通院・交流

六郷東部 ひがろく号
くろしお

区域運行
路線不定期

約1,700人
（R6.4時点）

高齢者の週1回程度の買物・通院
小学生の通学

山形市 村木沢 あじさいバス 定時定路線 約2,000人
（H27国勢調査）

移動に困っている人の買物・通院

金井西部 かなみちゃん相乗りタクシー 相乗りタクシー※1 約2,300人
（H27国勢調査）

高齢者の買物・通院

滝山 南くるりん※2 定時定路線 約12,000人
（R2国勢調査）

地域住民の通勤・通学・買物・通院
大学生の通学・私事

※1一般乗合旅客自動者運行事業ではなく、一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー）での運用。便宜上、市の呼称を使用
※2南くるりんは、「市街地循環バスの試行に当たる公共交通（南部循環バス南くるりん）」で施策の位置づけは村木沢・金井西部（「タクシー等を活用した新たな

公共交通の導入（モデル事業の実施）」）とは異なる
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・本報告では、以下の5つの地域で取り組まれた試験運行について、検討の経過や結果を紹介する。
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運行計画の立案

項目 計画の内容 検討のポイント

乗降場所 • 乗降場所位置(停留所/利用者自宅前)
• 利用者の自宅から停留所までの距離等を考慮
• 地域内の合意や関係機関との協議が必要

路線系統 • 起終点、路線、経路(区域) • 既存公共交通との競合を避ける

運行形態 • 路線定期運行/路線不定期運行/区域運行 • 外出時の移動に困っている人の居住地や行きたい場所を考慮

運行する曜日 • 平日/休日、週何回、何曜日 • 利用者の外出する目的や利用人数を反映

運行時間帯・本数 • 始発/終発時刻、運行本数/頻度 • 利用者の外出する目的や利用人数を反映

運行車両 • 小型バス/ワゴン車/セダン車
• 運行経路上の道路の道幅や交通量を考慮
• 利用人数を考慮

運賃 • 利用運賃(距離制/均一/ゾーン制)、会費/地域負担
• 既存公共交通に配慮し、地域交通の利便性に合った金額を
設定

運行主体
• 交通事業者(バス、タクシー会社)/地域住民/任意の法人/自
治体

• 交通事業者の財政状況や運転手の確保状況を考慮

目標設定 • 収支率、乗合数、乗合率 など • 条件を満たせなければ見直しも検討

▼検討会で協議を進め、運行形態、車両、時間帯本数、目的地（乗降場所）、運行主体などを決める



老人福祉
センター

毘沙門堂

東北電力
仙台技術センター

郡山コミュニティ
・センター

八本松市民センター

太白区役所

８BOOKｓ
※旧七十七銀

ヨークベニマル
太子堂店

みやぎ生協
太子堂店

ヨークタウン
あすと長町

イオンタウン
仙台郡山

ザモール
仙台長町

あすと
クリニックモール

青沼内科
医院

市立病院

門間内科医院

仙台長町
メディカルプラザ

あすと長町
えだクリニック

長町病院

N
門間内科医院

【飯田団地線・東北工大線沿線】

【郡山富田線沿線】

【市営バス30系統】
市立病院行1日2便

凡例
商業施設
医療機関
代表的な施設

【国道4号東側】

【国道4号西側路線バス沿線外】

仙台市郡山・八本松地区 地域特性・方針
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人口等
• 人口約28,000人（約12,000世帯）※R4.3時点
• 郡山、八本松、飯田、北目など、33町内会で構成
立地条件

• 仙台市太白区の南東部
• 地区内に国道4号が縦断している
• 地区内にスーパーや病院はあるが、鉄道路線付近に集まっており国道4号の東

側には立地していない
• 地区の中心部に郡山地区コミュティ・センター、郡山中学校が立地
路線バス

• 長町駅、太子堂駅を中心にバス路線が充実しているが、国道4号線以東は本
数が少ない

• 地区内の北、南でサービスに差があり、行先も異なる（都心行き、長町行き）
• 郡山中学校周辺は路線バスから離れている

■地域交通の検討方針
【飯田団地線・東北工大線沿線】
・路線バスが便利で利用も多いエリア
のため路線バスを維持し、路線バスに
よる移動環境の構築を検討する

【郡山富田線※沿線】
・路線バスの本数が少なく、利用も少
ないエリアのため、路線バスまたは地
域交通で移動環境の維持を検討

【国道4号東側】
・移動に課題がある居住者がおり、地
域交通による移動環境の構築を検
討する

【国道4号西側路線バス沿線外】
・移動に課題がある居住者がいるが、
徒歩・自転車でのアクセスが可能なた
め、地域交通による移動環境の補助
を検討する

※2026年10月で郡山富田線の郡山地区内の運行区間は廃止されている
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仙台市郡山・八本松地区 運行計画（試験運行1（その1））

運行形態 定時定路線型

運行日
平日3日（月・水・金） 12回／日
※火曜、木曜、土日、祝日、年末年始（12月29日～

1月3日）は運休。

運行車両
特定大型乗用車（ワゴン定員9名）1台（常用車）
普通乗用車（セダン定員4名） 1台（予備車）

運賃・割引

・一般運賃（均一運賃制、現金）300円
・小学生運賃 150円
・乳幼児運賃 無料
・70歳以上または障がい者100円※

0 200 400 800 1200 1600 2000
m

老人福祉
センター

毘沙門堂

東北電力
仙台技術センター

郡山コミュニティ
・センター

八本松市民センター

太白区役所

８BOOKｓ
※旧七十七銀

ヨークベニマル
太子堂店

みやぎ生協
太子堂店

ヨークタウン
あすと長町

イオンタウン仙台郡山

ザモール
仙台長町

あすとクリニックモール

青沼内科
医院

市立病院

門間内科医院

仙台長町
メディカルプラザ

あすと長町
えだクリニック

長町病院 【飯田団地線・東北工大線】

【郡山富田線】
凡例

商業施設
医療機関
代表的な施設
地域交通の路線
地域交通停留所

飯田団地バス停

福祉会館

谷地田西原田

郡山遺跡前

郡山歯科クリニック

Atelier Banri前

長町駅東口

源兵衛東公園南

穴田東

郡山5丁目

籠ノ瀬

市立病院

ヨークタウン
あすと長町

郡山コミュニティ・センター

天王前公園

東北電力
仙台技術センター

毘沙門堂

老人福祉
センター

N
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毘沙門堂

東北電力
仙台技術センター

郡山コミュニティ
・センター

八本松市民センター

太白区役所

８BOOKｓ
※旧七十七銀

あすとクリニックモール

青沼内科
医院

市立病院

門間内科医院

仙台長町
メディカルプラザ

あすと長町
えだクリニック

長町病院 【飯田団地線・東北工大線】

【郡山富田線】
凡例

商業施設
医療機関
代表的な施設
地域交通の路線
地域交通停留所

N

飯田団地バス停

福祉会館

谷地田西原田

郡山遺跡前

郡山歯科クリニック

Atelier Banri前

長町駅東口

源兵衛東公園南

穴田東

郡山5丁目

籠ノ瀬

市立病院

ヨークタウン
あすと長町

郡山コミュニティ・センター

天王前公園

東北電力
仙台技術センター

毘沙門堂

老人福祉
センター

ヨークベニマル
太子堂店

みやぎ生協
太子堂店

ヨークタウン
あすと長町

イオンタウン仙台郡山

ザモール
仙台長町

往路 復路

※市内在住の70歳以上または障害者等の運賃。100円もしくは正規運賃の20％のいずれか
高い額を設定し、正規運賃との差額は乗り乗り事業の制度より、運行経費とは別に市が補
助する



仙台市郡山・八本松地区 運行計画（試験運行1（その1））

停留所（往路） 区間距離 所要時間 1便 2便 3便 4便 5便 6便

飯田団地 8:30 9:50 11:20 12:40 14:10 15:42

福祉会館 0.3 0:00 8:30 9:50 11:20 12:40 14:10 15:42

源兵衛東公園南 0.3 0:01 8:31 9:51 11:21 12:41 14:11 15:43

老人福祉センター 1.0 0:03 8:35 9:55 11:25 12:45 14:15 15:47

毘沙門堂 0.5 0:01 8:36 9:56 11:26 12:46 14:16 15:48

東北電力技術センター 0.2 0:00 8:37 9:57 11:27 12:47 14:17 15:49

穴田東 0.1 0:00 8:37 9:57 11:27 12:47 14:17 15:49

谷地田西原田 0.4 0:01 8:39 9:59 11:29 12:49 14:19 15:51

天王前公園 0.6 0:03 8:42 10:02 11:32 12:52 14:22 15:54

籠ノ瀬 0.4 0:01 8:43 10:03 11:33 12:53 14:23 15:55

郡山コミセン 0.7 0:02 8:46 10:06 11:36 12:56 14:26 15:58

郡山5丁目 0.5 0:01 8:48 10:08 11:38 12:58 14:28 16:00

郡山遺跡前 0.2 0:00 8:48 10:08 11:38 12:58 14:28 16:00

郡山歯科クリニック 0.2 0:00 8:49 10:09 11:39 12:59 14:29 16:01

Atelier Banri前 0.3 0:00 8:49 10:09 11:39 12:59 14:29 16:01

ヨークあすと長町 0.9 0:03 8:53 10:13 11:43 13:03 14:33 16:05

長町駅東口 1.2 0:03 8:57 10:17 11:47 13:07 14:37 16:09

市立病院 0.9 0:04 9:01 10:21 11:51 13:11 14:41 16:13

合計 8.7 0:31

停留所（復路） 区間距離 所要時間 1便 2便 3便 4便 5便 6便

市立病院 9:10 10:35 12:00 13:15 14:55 16:17

長町駅東口 1.0 0:03 9:13 10:38 12:03 13:18 14:58 16:20

ヨークあすと長町 0.8 0:03 9:16 10:41 12:06 13:21 15:01 16:23

Atelier Banri前 1.2 0:03 9:20 10:45 12:10 13:25 15:05 16:27

郡山歯科クリニック 0.3 0:00 9:20 10:45 12:10 13:25 15:05 16:27

郡山遺跡前 0.2 0:00 9:21 10:46 12:11 13:26 15:06 16:28

郡山5丁目 0.2 0:00 9:21 10:46 12:11 13:26 15:06 16:28

郡山コミセン 0.4 0:01 9:23 10:48 12:13 13:28 15:08 16:30

籠ノ瀬 0.7 0:06 9:29 10:54 12:19 13:34 15:14 16:36

天王前公園 0.6 0:01 9:31 10:56 12:21 13:36 15:16 16:38

谷地田西原田 0.6 0:03 9:34 10:59 12:24 13:39 15:19 16:41

穴田東 0.4 0:00 9:35 11:00 12:25 13:40 15:20 16:42

東北電力技術センター 0.1 0:00 9:35 11:00 12:25 13:40 15:20 16:42

毘沙門堂 0.2 0:00 9:36 11:01 12:26 13:41 15:21 16:43

老人福祉センター 0.5 0:01 9:37 11:02 12:27 13:42 15:22 16:44

源兵衛東公園南 1.7 0:04 9:42 11:07 12:32 13:47 15:27 16:49

福祉会館 0.3 0:00 9:43 11:08 12:33 13:48 15:28 16:50

飯田団地 0.3 0:02 9:45 11:10 12:35 13:50 15:30 16:52

合計 9.5 0:35

往路 復路
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事業者による試走、路線バスの時刻表を
基に時刻表を作成

※ 赤囲み ：路線バスとの乗り継ぎを意識した便
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仙台市郡山・八本松地区 利用実績

月別の日平均利用者数の推移

2026年2025年2024年

・運行開始以降利用者は堅調に増加し、2025年1月以降は、往路2便（9:50発）に追走便が多発する状況（対策協議中）
・曜日で利用状況に偏りがあり、月曜が少なく、金曜が多い（月曜が平均57人/日、金曜が平均74人/日※2026年5月実績）
・運行開始以降、検討会の委員が継続的に地元と対話を繰り返していることや、乗車イベントの開催、地域包括支援センターによるダイヤに合わせ
たイベントの設定など地元による利用促進は非常に積極的

・2026年4～5月の収支率は37.6％

郡山富田線廃止
あさいちくん運行開始停留所（旧安久商店）

追加

回数券導入

時刻表更新
（休憩追加・見直し）

10
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仙台市六郷東部地区 地域特性・方針

人口等
• 人口約1,300人（約540世帯）※R5.4時点
• 二木、三本塚、種次、井土、久保田東、下飯田、今泉の7町内会
立地条件

• 仙台市若林区の南東部
• 北側に地下鉄東西線の荒井駅がある
• 東側に東部復興道路がある
• 地区内にスーパーや病院はない
• 二木に東六郷コミュティ・センターが立地
路線バス

• 地域を大きく3つに分けるようにバス路線が設定されている
路線バスの運行本数や路線バスで行ける場所が地域内で異なる

ターゲット 運行形態 理由
高齢者 予約型

（デマンド
交通）

・需要が少ないと推測されるため
・集落が分散しており、定時定路線型で対応しよ
うとすると非効率な運行となり経費がかかるため

・ドアツードアサービスの導入により、バス停までの
移動負担を軽減できるため（高齢化や免許返
納への対応）

小学生 路線不定
期型

・利用頻度が平日毎日で、一定の需要を束ねる
ことができるため

・デマンド型の場合、予約が煩わしく感じるため
・時間に確実性が求められるため

■地域交通の検討方針
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仙台市六郷東部地区 運行計画（試験運行1 高齢者向け「ひがろく号」）
運行形態 区域運行型（電話予約）

運行日

平日３日（月・水・金） ６回／日
※土日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３
日）は、運休。
また、予約がない場合は運休。

運行車両
乗用車(セダン 定員5名)  1台（常用車）
乗用車(セダン 定員5名)  2台（予備車）

運賃・割引

・一般運賃（現金もしくは回数券）
デマンド区域⇔乗降ポイント 500円

・70歳以上または障がい者100円
（回数券：500円券10枚綴り5,000円）
（回数券：100円券10枚綴り1,000円）

その他
予約があるときのみ運行する実績払いにより経費
抑制が図られている
令和7年度以降は、七郷方面の運行を追加

上り3便上り2便上り1便（上り）

１２：００９：３０８：３０デマンド区域発

１２：３０１０：００９：００乗降ポイント着
（沖野周辺ほか）

下り3便下り2便下り1便（下り）

１４：３０１１：３０１０：３０乗降ポイント発
（沖野周辺ほか）

１５：００１２：００１１：００デマンド区域着

時刻表
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仙台市六郷東部地区 利用実績（高齢者向け「ひがろく号」）
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9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

2024年 2025年 2026年

(人/日) 乗車体験会実施
（乗車体験会分を
除くと3.1人/日）

月別の1日平均利用者数の推移

ヘビーユーザーの
利用回数大幅減少

七郷方面運行開始

乗車体験会実施
（乗車体験会分を
除くと4.5人/日）

乗車体験会実施
（乗車体験会分を
除くと4.4人/日）

・ひがろく号のこれまでの利用者数をみると、2026年1月以降は全体的な利用者数として増加傾向にある
・直近ではユーザー数が増加傾向にあるが、1人のヘビーユーザーの利用が減少すると全体の利用者数に影響する構造となっており、多くのユーザー
が繰り返し利用するよう利用促進が必要（実際、2025年11月にこの事象が発生）

・2026年4～5月の収支率は19.3％



山形市村木沢地区 地域特性・方針

人口等
• 人口約2,000人 ※平成27年国勢調査
• 悪戸、下宿、若木など16地区で構成
立地条件

• 山形市西部に立地
• 地区内はコミュニティセンターがある程度で、生活に必要な各施設が遠い
路線バス

• 地域の北側と南側に山形駅方面の路線バスが運行
想定されたモデル事業

• 「交通空白」が存在する郊外からの移動ニーズに着目した交通サービス

14

■地域交通の検討方針
• 少ない移動ニーズで持続可能な交通サービスをデザインすること
• 19歳以下や75歳以上といった自動車で移動できない人々に合わせた

ルートやサービス体系の構築
• 乗換環境や待合環境を整備しながら既存のバス路線との連携による効

率化や、地域交流バス南部線との役割分担により、効率的なサービス展
開を図ること

• 高橋胃腸内科やヨークベニマル南館店などニーズの高い行き先や、元気
市場たかはし（べにちゃんバス西くるりん接続）を巡回する路線

• 安価な運賃で、予約不要

村木沢地区

山形駅

山辺駅

東金井駅



山形市村木沢地区 運行計画
運行形態 定時定路線型

運行日
平日１日（水） ６回／日
※祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）は、運休。

運行車両 乗用車(ワゴン 定員9名)  1台（常用車）

運賃・割引
・大人 200円
・小学生・障がい者 100円

その他
商業施設と連携したスタンプカードを導入
（地域交通の利用して商業施設で買い物するとスタン
プがもらえ、10スタンプで500円割引券となる）

※運行内容は、R7.1以降のもの

15



山形市村木沢地区 利用実績

月別の利用者数

日数 利用者 1日あたり

令和4年度 29日 454人 15.7人
令和5年度 49日 690人 14.1人
令和6年度 51日 640人 12.5人

利用者数

年間運行実績

・ヨークベニマル南館店前（商業施設）の利用が最も多く、主に買い物で利用されている
・平均で月50人強（多い月では70人弱）の利用があり、路線バスでは乗換が必要となるスーパーに行けることを踏まえると、定時定路線として主に
買物利用で一定のニーズはある 本格運行へ移行

・令和6年度の収支率は8.7％
・運行内容の改善と新規利用者の掘り起こし（買い物や温泉施設の利用など具体的な利用場面を提案する）が課題
・特定の移動ニーズに特化した事例として、地区に定着が見られたものの、他地域への横展開の実現可能性は限定的

16



山形市金井地区西部の場合 地域特性・方針

17

人口等
• 人口約2,300人 ※平成27年国勢調査
• 吉野宿、鮨洗、志戸田など10地区で構成
立地条件

• 山形市北西部に立地
• 商業施設、医療機関がほとんど立地しない
路線バス

• 地区内は運行していない
想定されたモデル事業

• 人口が集中する地区であり、かつニーズの高い目的
地が複数想定される場合に着目した交通サービス

■地域交通の検討方針

金井地区西部

東金井駅

北山形駅

羽前山辺駅

嶋地区

• 買い物先と通院先を主な行先とする（最低限高
齢者の移動の足を確保する）

• 嶋方面と山辺方面の両方を運行範囲に含める
• 交通結節点を運行経路に含めて様々な場所に行

ける形とする

金井地区



山形市金井地区西部の場合 運行計画①

18

☚
おーばん
山辺店

買物路線・嶋

買物路線・山辺

行き
9:30発

戻り
11:30発

行き
13:00発戻り

15:00発

●
東金井駅

買物路線・嶋

ルート延長
所要時間

15km程度（片道60分程度）
（鮨洗→フードセンターたかき）

運行時間 行き 9:30発 戻り11:30発
※週で午前便と午後便を入れ替え

運行頻度 週1

運賃 200～300円

車両 ジャンボタクシー

買物路線・山辺

ルート延長 12km程度（片道45分程度）
（陣場新田→おーばん山辺店）

運行時間 行き 13:00発 戻り15:00発

運行頻度 週1（嶋ルートと同日）

運賃 200～300円

車両 ジャンボタクシー

定時定路線型運行ルート（案）一例

当初は、嶋地区と山辺地区両方を運行する定時定路線型を検討した
が、車両1台という制約で検討したことから、乗車時間、運行頻度の面
において利便性が低くなり、不採用となった



山形市金井地区西部の場合 運行計画②

19

運行形態 相乗りタクシー型

運行日
平日5日
※祝日は、運休。

運行車両 乗用車(セダン 定員4名)

運賃・割引 1人 500円

運行時刻 8:00～16:00（予約時のみ運行）

その他
金井西部地区に居住する65歳以上で利用登録した者
のみ利用可能
AIマッチングシステムを導入

金融機関通院買い物
㊸山形銀行馬見ヶ崎支店
㊹きらやか銀行江俣支店
㊺山形信用金庫江俣支店
㊻江俣郵便局
㊼JA山形東金井支店
㊽鮨洗郵便局
㊾JAやまがた山辺支店
㊿山辺郵便局

山形銀行山辺支店
きらやか銀行山辺支店

㉞山形病院
㉟あやこ歯科医院
㊱白壁内科クリニック
㊲やまかわ整形外科
㊳金井たかはし眼科
㊴やまのべ整形外科
㊵和敬会クリニック
㊶ひでたま胃腸眼科クリニック
㊷やまのべ藤田クリニック

⑱山形済生病院
⑲のだ耳鼻咽喉科クリニック
⑳東海林皮膚科医院
㉑鈴木クリニック
㉒江俣ささはら歯科クリニック
㉓嶋北内科神経外科クリニック
㉔杉山内科クリニック
㉕ティーズデンタルオフィス
㉖ブレインクリニック妻沼
㉗板坂胃腸科内科クリニック
㉘かわぞえ嶋北泌尿器科内科

クリニック
㉙矢吹医院
㉚タクヤデンタルクリニック
㉛嶋南つちや整形外科
㉜清水歯科医院
㉝坂本デンタルオフィス

①イオン山形北店
②フードセンターたかき桧町店
③ヤマザワ北町店
④おーばん山形嶋店
⑤カワチ薬品山形北店
⑥ヨークベニマル山形嶋店
⑦ダイユーエイト山形嶋店
⑧ドンキ・ホーテ山形嶋南店
⑨しまむら嶋店
⑩ケーズデンキ山形北本店
⑪やまや瀬波店
⑫ツルハドラッグ山形瀬波店
⑬ショッピングプラザベル
⑭ツルハドラッグ山辺東店
⑮コメリ山辺店
⑯ツルハドラッグ山辺店
⑰おーばん山辺店

公共施設・交通機関
陣場口バス停
金井交流センター
東金井駅
羽前山辺駅

利用できる施設

施設一覧

51
52

53
54
55
56

南陽市で運行している「おきタク」を参考に、相乗りタクシー型の運行計画を立案
タクシーのメーター運賃が1500円程度となる概ね3kmの範囲で、利用者負担500円で運用することとした



山形市金井地区西部の場合 利用実績

20

延べ利用者数と実利用者数 運行経費と負担の内訳利用目的別利用状況
※降車施設より推測

・令和6年度の月平均利用者数は69人/月であり、年々堅調に増加している。利用目的は通院が多い
・令和6年度の収支率は37％ 本格運行へ移行
・運行範囲の設定によって利用者の負担割合をコントロールしやすい反面、利用の増加に伴い支出が増大するデメリットもある
・居住地や目的地となる施設が分散立地し、それらの間を既存の公共交通では移動しづらい地域において、移動ニーズと合っている場合、横展開
が可能である（楯山地区にも試行的に導入した）



人口等
• 人口12,000人 ※令和2年国勢調査（国道13号より東側のみ）
• 上桜田、東青田など10地区で構成
立地条件

• 山形市南東部に立地
• 商業施設は地区外に立地
• 地区内に東北芸術工科大学が立地
路線バス

• 山形市中心部をつなぐ路線が2系統運行
• 大学へは送迎バスが運行
想定されたモデル事業

• 山大医学部周辺、吉原地区を運行経路として想定する
循環バス

山形市滝山地区の場合 地域特性・方針

21

中桜田

岩波

神尾

小立

東青田

平清水

松山

土坂

八森

上桜田

山形市地域公共交通計画における
（仮称）南くるりんの記載

■地域交通の検討方針
• 滝山地区内の運行想定区域は小立、平清水、東青田、上

桜田、中桜田周辺とする
• 「普段の行先（ヤマザワ松見町店、山形大学医学部）」と

「希望する行先（イオン山形南）」を通過するルートとする
※滝山地区住民及び芸工大生へのアンケート結果、地区検討会での意見交
 換、福祉関係者との意見交換、芸工大生との意見交換を踏まえ

【交通軸であることを踏まえ】
• バス車両での運行を想定し、車両が通れる道幅を経路に考慮
• 運行日は、月曜～日曜（祝日含む）の毎日運行

滝山地区

東北芸術工科大学

出典：山形市地域公共交通計画（R3）

↑山形駅



利用回数

国勢調査
R13東人口

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

利用意向、
免許保有、

回収率

R13号東
利用者数

外出回数

曜日別・日別の需要（利用率100％）

国勢調査
R13西人口

R13号西
利用者数

芸工大生
滝山地区
利用者数

芸工大生
滝山地区外
利用者数

目的別
外出頻度

外出回数 外出回数 外出回数

芸
工
大
生
ア
ン
ケ
ー
ト

利用回数 利用回数 利用回数

利用意向、免許保有

比率

×2 ×2 ×2 ×1※片方向のみ

目的別
外出頻度

曜日別割合

曜日別割合、
出発・帰宅
時間帯分布

※ルートから
300m圏域

山形市滝山地区の場合 運行計画・利用実績（令和5年度）
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運行形態 定時定路線型

運行日・本数

毎日
右回り・左回り 各10便 計20便/日
8時台～20時台 1時間に1便程度
※滝山地区とイオン山形南店を概ね30分程度で移動

運行車両 中型バス(定員49名)

運賃・割引

ゾーン制
同一エリア 200円／回
隣接エリア 200円／回
東⇔西エリア300円／回

その他 運行期間は、令和5年8月、10月、令和6年1月15日～31日

需要の試算の流れ

運行実績 （収支率8.9%）



山形市滝山地区の場合 運行計画・利用実績（令和6年度）
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運行形態 定時定路線型

運行日・本数

毎日
【桜田・吉岡地区周回コース】
右回り 9便／日、左回り 9便／日
【滝山地区周回コース】
右回り 9便／日、左回り 9便／日
【直線コース】
東向き 9便／日、西向き 9便／日
【合計】 計54便／日

運行車両 ワゴン車(定員9名)

運賃・割引
均一 200円／回
ルート間乗継ぎ 100円

その他 運行期間は、令和6年9月～令和7年1月

【変更点】
・交通軸的役割と地域交通的役割の路線への分離
・まとまった期間での実施

【利用促進策】
・各家庭や学校、商業施設へのチラシ配布
・SNSでの宣伝、ラジオの広告
・サロン等での説明会の開催
・商業施設の割引券配布 等

運行実績 （収支率5.4%）



南くるりん（滝山地区周回コースのみ） はちこおバス

日あたり利用者数 18.3人/日（令和6年9月～令和7年1月）
43.9人/日（令和6年11月～令和7年3月）
50.3人/日（令和7年4月～8月）
65.7人/日（令和7年9月～令和8年3月）

沿線人口（60歳以上） 約2,800人 ※R2国勢調査
（国道13号東側）

約3,800人 ※R2国勢調査
（国道4号東側と4号西側のバス停から距離のある地域）

運行する曜日 毎日 月・水・金（祝日運休）

運行本数 右回り9便、東回り9便 計18便 往路6便、復路6便 計12便

運行時間帯・乗車時間 7時台～18時台
1周約30分（元木⇔芸工大は約15分）

8時台～16時台
起点→終点で約30分

運賃 200円 300円 ※ただし70歳以上・障がい者は100円

主なルート上の施設 ヤマザワ、マックスバリュ、業務スーパー、東北芸術工科大学、コミュニ
ティセンター、その他クリニック等複数

ヨークタウン、ビック（商業施設）、市立病院、コミュニティセンター、
その他クリニック等複数

公共交通の乗継ぎ先 山交バス（元木：山形駅・市役所方面1日30往復程度）
仙台市営地下鉄南北線（長町駅）
JR（長町駅）
仙台市営バス（長町駅西口）
宮城交通路線バス（飯田団地：仙台駅方面1日14往復程度）

運行車両 ワゴン車（定員9名） ワゴン車（定員9名）

南くるりんとはちこおバスの比較
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南くるりんとはちこおバスの利用者数を比較すると大きく差が開いている
一方で、サービス水準は南くるりんのほうが高い
サービス水準を良いものにするだけでは利用者獲得にはつながらず、地域住民の利用する意識が重要



地域交通と公共交通ネットワーク

環境を用意する
だけではハードル
が高い

他の公共交通機関との乗り継ぎ利用
（はちこおバス）

公共交通を乗り継いで行った行先

※当てはまるもの1つで尋ねているが、複数回答されている ※各交通機関に乗り継いでいると回答した回答を集計
路線バスと地下鉄の回答が混在している

仙台市 地域交通による公共交通の補完のイメージ

山形市 新しい公共交通の利用イメージ

出典：山形市地域公共交通計画（R3）

・地域交通は、既存の公共交通と組み合わせて利用されること
が想定されているが、郡山地区ではそのような利用が見られる

○郡山地区の地域説明会では、具体例を紹介
○検討会の委員（地域住民）による乗車イベントの実施

住民の意識はサービス内容そのものと同様に重要

具体的な利用例
を説明会で紹介
（はちこおバス）
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おわりに
■地域特性を組み入れたモビリティ・サービスの工夫
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・居住人口や地域の広さ、運行目的、目的地に合わせてモビリティ・サービスを設計することが重要
路線バスより限定的なサービス水準でもニーズに対応できる可能性はある
（はちこおバスは利用されているが、同地区で運行していた路線バス（郡山富田線）は利用者数が少なく廃止された）
地域住民が利用する意識を持つことも重要
（はちこおバスの利用者数＞南くるりんの利用者数）

■地域交通と公共交通ネットワーク化
・地域交通と既存公共交通を組み合わせた移動はハードルが高いが不可能ではない
（地域交通と路線バスを組み合わせた利用が定着しているのは1地区だけ）

交通機関を組み合わせて利用することが現実的と思える環境であること、地域交通の利用者が公共交通を組み合わせて移動ができることを
 認識していることが必要

今回の事例において、地域住民が利用するかは、検討会の働きによるところが非常に大きい。当事者となって働きかけてもらえるかが重要。
具体の利用例の紹介（サロン・説明会など）や利用者に近しい人物が一緒に利用してみることが効果的と考えられる

■将来的な継続運行に向けて

年齢構成 免許保有状況

・利用者の多くが、高齢者や免許非保有者である
少し若い高齢者や運転免許を保有している層（将来の利用者）
にも早いうちから利用してもらえるように働きかけていくことが重要

利用者アンケート結果（はちこおバス）

※70歳未満の利用者も
いるが、回答はなかった
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